
第２回策定委員会で出されたキーワード

キーワード 意 見

・親を敬う

・人を思いやる
この気持ちがあって、人の様々な飛躍が期待できる。

・基礎教育 詰め込みではない基礎・基本の教育が必要

・郷土愛、祖国愛 国際感覚を持って外国人と接するためには必要

・社会性、公共性、

協調性
子どもたちが学校で学ぶ大切なもの

・強い精神力 物事を達成するために必要

・ふるさと

・主役

望ましい魚津市をつくるには、自分自身がふるさとに愛着を持つべき

生涯を通じて街の発展に携わっていくことが大切

・チャレンジ

・時代を拓く
混迷の時代には、必要な精神

・認め合う お互いに認め合い、学び合うことが大切。

・自然 魚津の特色は自然。自然から学ぶもの（素材）は多い。

・歴史 歴史教育を充実させることで、日本の歴史、世界の歴史への理解が深まる（国際感覚が養われる）。

・調和

・地域と一体

地域住民と公民館、学校が調和し、一体となって子どもたちを育てていく。

地域が一体となって教育に取り組むことが必要。

参考資料６



キーワード 意 見

・未来を拓く

・新たな時代を拓く
基本理念は幅広い視点で表現することが適切。

・ともに学ぶ 大人も子どももともに学ぶ。

・いつでも学べる 学びたいときに、学びたいものが、手の届くところにある。そんな街になって欲しい。

・豊かに充実した人

生
生涯学習は、人それぞれ豊かな人生を送るために必要なもの


